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I 総括

近年、全国各地で自然災害による甚大な被害が発生 しているが、昨年 7月 の豪雨では当

法人の入所棟 と通所棟の一部に浸水する被害が発生した。こうした状況を受け、これまで

の大刀洗川の氾濫に備えた対策に加えて、今回浸水の原因となった 「国道や隣接地からの

雨水の流入」や 「敷地内の排水機能の改善」を図るための対策を協議した。また、浸水 し

た通所棟の改修にあわせて、職員 。実習生の休憩室の整備、放課後デイフロアの拡充、災

害時の備蓄品をはじめとする各種資材を保管する倉庫の新設を中庭に行 うことにした。次

年度以降、順次工事に着手し環境整備を進めていく。

法人運営においては、昨年度より検討を進めてきた新給与制度に 4月 より移行 した。等

級表や諸手当、賞与の支給方法など全面的な見直しとなった。多様な働き方に対応 した新

たな職員区分の創設や働き方改革への対応も行い、持続可能な経営はもちろんのこと人材

確保につながりやすい制度 とした。 10月 の消費増税に伴い特定処遇改善力日算の創設がな

され、職員のさらなる処遇改善が図られることとなった。当法人では 5月 に特定処遇改善

賞与として対象者に支給予定である。働き方改革の一環として有給休暇の年 5日 取得が今

年度より義務化された。定期的に取得状況の確認をし、計画的に取得が行われるよう声掛

けを行った。最終的に対象職員の全員が年 5日 の取得を完了した。

職員採用においては、これまでの折 り込み広告やハローワークでの求人に加え、WEB
媒体を活用 し採用活動を実施 した。前半は苦しんだが 10月 以降、WEB媒 体を中心に応

募があり、最終的に当法人が目標 とする職員数を確保することができた。

入所部門においては、前年に引き続き利用者の高齢化 。重度化への対応 として、基本介

護部分に手厚い体制がとれるよう日課の見直しを行つた。新年度より新たな日課をスター

トできるよう準備を進めた。昨年は利用者 1名 の看取 りを施設で行つたが、看取 りを行っ

ていく上で必要となる体制や心構えについて職員と話し合い、体制の充実に努めた。

在宅部門においては、昨年度に65歳を迎えた高齢障害者の方が継続 して当法人の在宅

サービスを利用できるよう共生型サービス (短期入所 。通所介護)の指定を受けていたが、

今年度は対象 となる利用者が現れず、サービス提供には至らなかった。

地域における公益的な取 り組みとして、ふくおかライフレスキュー事業に参力日し、筑前

町内の社会福祉法人と連携 し、生活困窮者等への支援を行つた。今年度はセブンーイレブ

ン・ジャパンから閉店時の商品寄贈を受け、日頃支援を行つている生活困窮者や町内で子

ども食堂を実施する団体への配布を実施 した。

2月 末より新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、利用者の外出・外泊の禁上、

ご家族の面会の禁止、外出行事を中止するなど、感染拡大防止に努めてきた。一方で利用

者の皆さんにとっては活動が制限され非常に窮屈な生活となってしまった。次年度は感染

対策に留意 しつつも、コロナ禍でもできる活動を考え、利用者の皆さんに喜びや楽しみを

感 じていただけるよう支援を行つていく。



Ⅱ サービス利用実績 (令和元年度)

8,708.128.08.58,97.27.68.08.48.09.08.27.87.8一 日平均利用者数

放
課
後
デ
イ

286289252222262626232323252424営業日

-14524872,342201186196187198209194184208206186187延べ利用者数

5,454.885.214.365,235,525.335,004.604.904.944.704.504.26平均障害程度区分

短
期
入
所

1,641,191.41.30.81.40,90,90.81.41,11,21.41.71日 平均利用者数

-159597438423926422729254235374450延べ利用者数

5.305.225。 105,115,155.215,195.205.265,315.295。 255.295,25平均障害程度区分

通
所
生
活
介
護

5,906.947,07.47.67.06.46.67.36.76.17.07.07.21日 平均利用者数

247244211919212121201821212022営業 日

23214571,689146140145146135138146120129146140158延べ利用者数

5,365.575.565。 445.575.565.575.575.595,595.65.615.595,59平均障害程度区分

入
　

　

所

82.881.381.080.379.880.481.281,380.580.081.083.182.982.11日 平均利用者数

6264261,05293106131112858410512494273358(不在合計)

6641868293749199723360624802030(欠員 日数)

-717917201336131010132410131317(外泊者数)

-312291980194034132383614011(入院者数 )

-54230,23429,6922,5112,3302,4732,4922,4352,5202,4152,4802,5102,4932,5712,462廷べ利用者数

前年比
H30年度
実績

令和1年度
実績

3月2月1月12月H月10月9月8月7月6月5月4月管理指標



Ⅲ 令和元年度重′煮実施項目

1.利用者サービスの充実

(1)虐待の再発防止に向けての取 り組み

虐待事案は発生しなかったが、定期の外部講師による研修会を行い、再発防止に向け取

り組んだ。

<再発防止に向けての取 り組み>
。外部講師による研修会を開催

・各課会議にて、不適切ケアに関するアンケー トによる振 り返 りを実施

・各課会議にて、職員への 「虐待防止チェックリス ト」アンケー トによる振 り返 りを実施

(2)サービス内容、日課の見直し

利用者の重度化、高齢化の対応 として、引き続き基本介護部分に手厚い体制がとれるよう、

各課職員も検討会に参加 し、サービス内容や支援体制の見直しを 11月 から3月 の期間で行

った。

① サークル

令和元年 12月 より外部講師によるサークルのみを実施 し、基本介護を中心とした日課が

行えるようにした。 (詩、朗読、カラオケ、生花の4サークル)ただし、新型コロナウイル

ス感染予防のため、3月 からは外部講師指導のサークルも実施が難 しくなり、職員で対応で

きるサークルのみを実施することになつた。

② リハビリ

3月 より新たに1名 の理学療法士が増え、より専門的な訓練が出来るようになつた。

③ シヨンピング

7月 より新グループにて実施していたが、実施に当たつての課題も多く、来年度は利用者

1人当たり年 2回の参力日とし、現在のグループを小人数にてリフト1台程度で該当月に毎週

対応出来るように検討した。

④ 買物支援

買物の内容が細かくなつてきていた為、買物支援で購入できる物を検討した。

⑤ 入浴

入浴時、安全面からス トレッチャー浴の利用者が増えてきたことで、時間内の姑応が難し

くなつてきた。2つの案を検討した結果、日曜日を除く毎日の入浴をとの意見が多かったの

で、来年度から対応出来るようにグループ分けをした。



⑥ 食事時間

食事介助者が増え、食事の摂取に時間がかかるようになり、現在の食事時間では食事とそ

の後のJF泄・洗面介助が終わらないとのことで、昼食及び夕食の提供時間を 11月 より変更

した。饉解■ 11:45～ 、夕食 :17:00～ )ただし、入浴 日の昼食は、必ず時間に

提供できるとは限らなかった。

⑦その他

ア.飲酒について

夕食時間までの間隔が短く、超早出勤者の退社時間なども踏まえ、飲酒の時間帯がバタ

バタ感が生じてきたこともあり見直した。見直す中で、利用者 との話 し合いを行い、日時

を決定した。また、個々におつまみも異なり、準備に非常に手間を取つていることもあり、

簡単に対応出来る物にして頂く様におつまみの内容も検討 した。

イ.水分補給やおやつの提供について

水分補給は、入浴 日にはお茶か水の提供 とし、嗜好品を含むおやつは曜 日と時間を設定

して行 うことに決めた。

ウ.全体行事について

夜の行事 (花火大会)、 毎回内容に苦慮 していた友愛会主催のレクリエーションについ

ては今年度より中止とし、地域交流となっていた餅つき会は今年度のみの実施となった。

ェ.バスハィクについて

新 しい日課の中で、どのくらいの活動が出来、どのくらいの職員配置が出来るかを検証

するため、来年度は一旦中止とすることを決めた。

オ.居室替えについて

サービス管理課にてたたき台を提示 し、各課にて検討を重ねていったが思 うように進ま

ず棟内での移動に留まってしまった。日課を含めすべてを年度初めに行 うのは難 しいので

はないかとい うことで、居室替えの時期を 3か月ほど先送 りすることにした。

力。近況報告は、廃上 した。

(3)看取 りに向けての体制整備

今年度は、看取 りの事案が 1件あつた。そこで、看取 りを施設で行つていくために必要と

なる体制の確保を行 うため、職員との話 し合いを行つた。また、利用者においては、ケアプ

ランのアセスメン ト時に事前の意思確認を行 うようにした。家族への事前の意思確認におい

ては、検討課題である。次年度以降も体制整備に努めていく。



2.地域ニーズヘの対応

(1)共生型サービスの実施

(2)ライフレスキュー事業への協力

(3)地域サポー ト事業の実施

各行政区で行われる「いきいきサロン」に参加 し、健康チェックや健康相談を実施。

3.人作 り。組織作 りの推進

(1)教育体制の整備 (キャリアパスの整備)

(2)課長・主任を中心としたチーム作 り (価値観の共有化、定期的面接)

4.職員の労働環境の改善

(1)介護機器や ICTの活用 (リ フター、眠リスキャンの導入 )

(2)過密業務の見直し、業務の細分化 (中高年者の活用)

5。 人材の確保対策

(1)ホームページの見直し

6.経営基盤の安定化

(1)新給与制度への移行

(2)報酬改定への武穏 (消費税増税、さらなる処遇改善)

(3)就業管理体制の見直し (有給休暇の年 5日 付与)

7.その他の取 り組み

(1)太刀洗ナIIの浸水対策



(2)災害対策の強化 (BCPの作成)

(3)リ ネン業者の見直 し

(4)防犯カメラの増設

(5)制服の見直し

(6)倉庫の整備検討 (災害物資、行事物品)



Ⅲ 令和元年度重点実施項 目

1.利用者サービスの充実

(1)権利擁護・虐待防止に向けての取 り組み

今年度は障害者の虐待防止と身体拘束廃止に向けて、外部講師による研修会を開催 した。

また、「虐待防止チェックリス ト」や昨年実施 した「不適切ケアに関するアンケー ト」をも

とに各課会議の中で振 り返 りを行い、虐待防止に向け取 り組んだ。

(2)サービス内容、日課の見直し

利用者の重度化 。高齢化への紺応 として、基本介護部分に手厚い体制がとれるようサービ

ス内容や支援体制の大幅な見直しを行い、新年度から新 しい形でのサービス提供ができるよ

う検討を行つた。

<主な検討事項>

① サークル

参加利用者の状況に合わせ「継続する活動」「廃止する活動」「新たな形で実施 して

いく活動」に整理。

② ヅハビリ

3月 より新たに理学療法士を1名増員し、より専門的な訓練ができるよう体制を整備。

③ シヨンピング

利用者の参力日回数を2ヶ 月に 1回から年 2回へと変更。1回に行く人数も少人数のグ

ループでの参加に変更。

④ 買物支援 (職員代理での買物)

依頼内容が多岐にわたり職員の負担となっていたため、依頼できる内容や量を制限。

⑤ 入浴

月・金の負担軽減や年前中の保安体制を手厚くするために入浴の実施方法を変更。

(変更前)月 ・水 。金の実施 ⇒  (変更後)日 曜日以外、毎日実施

⑥ 食事時間

食事介助者の増加に伴い、食事提供にかかる時間が長くなり、その後の排泄・洗面介

助に支障をきたしていた。そのため昼食及び夕食の提供開始時間を 11月 より変更。

昼食  12:00⇒  11:45  夕食 17:30⇒  17:00

⑦ 飲酒

週5日 (月・金の入浴日以外)飲酒の時間を設け支援を行つてきたが、対応が難しく、



週 1回 (日 曜)の飲酒の実施に変更。あわせておつまみの内容も簡単に準備ができるも

の (袋 を開けてすぐに食べられるもの)に変更。

③ 全体行事

9月 の花火大会、12月 の餅つき、1月 の友愛会主催のレクリエーション大会は廃止。

⑨ バスハイク

令和 2年度は一旦中止 とし、新 しい 日課の中でどのくらいの活動ができ、どのくらい

の職員配置ができるかを検証 し、令和 3年度以降の実施で検討 していく。

⑩ 居室替え

4月 からの居室替えの実施に向け準備を進めてきたが、新しい日課の開始時期や新型

コロナウイルスの影響による混乱を考慮し、居室替えの時期を3ヶ 月ほど先送りするこ

とイこした。

⑪ 近況報告

利用者の生活状況をご家族に報告するために、年 1回 「近況報告」を作成し配布して

いたが、職員の負担軽減のため廃止とした。今後は年 4回発行の「機関紙のぎく」、毎

月発行の「お知らせ」、年 1回開催のケアプラン作成会にて近況報告を行つていく。

(3)看取 りに向けての体制整備

今年度は、利用者 1名 の看取 りを施設で行つたが、看取 りを行つていくために必要となる

体制や心構えについて職員 と話 し合いを行つた。また、利用者の意向を事前に把握するため

に、ケアプランのアセスメン ト時に意思確認を行 うことにした。家族への事前の意思確認に

ついては今後の検討課題である。次年度以降も体制整備に努めていく。

2.地域ニーズヘの対応

(1)共生型サービスの実施

平成 30年度に65歳を迎えた高齢障害者の方が継続 して障害福祉サービス (短期入所 。

生活介護)の利用ができるよう、共生型サービスとして指定を受けていたが、令和元年度は

対象者が現れずサービス提供には至らなかつた。

(2)ライフレスキュー事業への協力

地域における生活困窮者の問題をはじめ、制度の狭間にある生活課題・福祉ニーズの解決

に向け、地域の社会福祉法人と連携 し活動を実施。今年度はセブンーイレブン。ジャパンか

らの商品の寄貝曽が 5月 と10月 の 2回あり、日ごろ支援を行つている生活困窮者等への配

布や町内で子ども食堂を実施する団体への配布を実施 した。



(3)地域サポー ト事業の実施

地元の山隈区において、移動手段のない高齢者を封象に買い物支援を計画。山隈区の役員

と定期的に話 し合いを行い、次年度以降の実施に向け準備を行った。

3.人作 り 。組織作 りの推進

今年度は利用者の日課の見直し等を優先的に進めたため、教育体制の整備や課長・主任 との面

接を定期的に取 り組むことができなかった。次年度以降に実施 していく。

4.職員の労働環境の改善

(1)介護機器や ICTの活用 (リ フター、眠 リスキャンの導入)

「ロボット等導入事業」の補助金を活用 し、リフター 4台、立位補助具 1台の補助申請を

実施。次年度、交付決定が下り次第購入を行 う。

(2)過密業務の見直し、業務の細分化 (中高年者の活用)

利用者の日課の見直しとあわせて、職員の過密業務や残業の要因となっている業務を洗い

出し、解消に向け検討を行つた。

買い物支援 ⇒ 依頼する内容や量を制限

近況報告 ⇒ 廃止

5.人材の確保対策

(1)学校訪問

学校訪問を行い就職担当者との面談を実施。学生の動向や外国人留学生の実態等について

情報を収集 し求人対策の参考とした。

(2)ホームページの見直し

これまでの利用者向けの情報だけでなく、求職者向けの情報発信を行えるようホームペー

ジの見直しに着手。完成には至らなかつたが、次年度も継続 してホームページの見直しを行

つていく。

(3)WEB媒 体を使つた採用活動

職員の中途採用にあたっては、これまでのハローワークや新聞の折 り込み広告に加え、

WEB媒 体を使つた採用活動を行い 5名 の採用につなげることができた。



6.経営基盤の安定化

(1)新給与制度への移行

昨年度より検討を進めてきた新給与制度に4月 より移行を行つた。等級表や諸手当、賞与

の支給方法など全面的な見直しとなった。多様な働き方に対応 した新たな職員区分の創設や

働き方改革への対応も行い、持続可能な経営はもちろんのこと人材の確保につながりやすい

制度 とした。

(2)報酬改定への対応 (消費税増税、さらなる処遇改善)

10月 の消費税増税に伴い施設が負担する課税費用を考慮 し、基本報酬が 0.44%のプラ

ス

改定が行われた。また、新たに特定処遇改善力日算の創設がなされ、介護職員のさらなる処遇

改善が図られることになった。当法人では5月 に特定処遇改善賞与として支給する。

(3)就業管理体制の見直し (有給休暇の年 5日 付与)

働き方改革の一環で有給休暇を年 10日 以上付与される職員は年 5日 の取得が義務化され

た。対象職員が年 5日 の有給休暇取得ができるよう、定期的に取得状況の確認を行い、計画

的取得を促 した。

7.そ の他の取 り組み

(1)大刀洗)||の 浸水対策

大刀洗川沿いの境界整理も朝倉県土整備事務所との間で大筋合意 した。次年度より河川側

の擁壁等の工事、国道側からの浸水対策としてのブロック積等対策を本格化させることにな

る。

(2)通所棟の改修及び倉庫の新設

昨年の豪雨災害により、通所棟の一部に浸水被害が発生した。浸水箇所の改修と合わせて、

職員更衣室、休憩室、学生休憩室等の環境整備を行 うことにした。また、新たに中庭に倉庫

の新設を行い、災害時の備蓄品や行事等で使用する物品を収納できるよう整備を計画した。

次年度中に整備を行つていく。


